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◎主な内容

●全国学力・学習状況調査の結果から
●学校おたすけ隊だより  カイル先生のほのぼのコラム②
●11月の本棚～町立図書館より～
●農業委員会だより
●情報コーナー
●行事あれこれ
●人の動き  ほか
●こうふの町の笑顔

◎主な内容

●秋はフェスタ！ フェスタ！ フェスタ！
●町の話題
●江府町文化祭2010
●ツキノワグマ被害の防止について ほか
●「高齢者見守り講演会」を開催します ほか
●住宅用火災警報器はつけてありますか？
●電気暖房器具の点検について ほか
●町民バレーボール大会・町卓球大会
●健康と体力づくりフェスティバル ほか
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▲人気バーガーの前には、長蛇の列ができました

▲奥大山スキー場で行われた「旨いもんまつり」

▲元気サミットin江府の意見交換の様子

　
十
月
十
日
、
十
一
日
の
両
日
、
奥
大
山
ス
キ
ー
場
で
、

「
鳥
取
バ
ー
ガ
ー
フ
ェ
ス
タ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
、
伯
耆
町
の
桝
水
原
で
行
わ
れ
た
バ
ー
ガ
ー
フ
ェ

ス
タ
は
、
今
年
は
、
大
山
周
辺
の
博
労
座
、
桝
水
、
奥
大

山
の
三
会
場
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
奥
大
山
会
場
で
は
、
県
内
の
ご
当
地
バ
ー
ガ
ー
の
十
一

店
に
加
え
全
国
か
ら
九
つ
の
バ
ー
ガ
ー
が
出
店
参
加
し
ま

し
た
。

　
初
日
は
、
雨
ま
じ
り
の
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
ご
当
地
、

全
国
の
バ
ー
ガ
ー
を
味
わ
お
う
と
た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ご
当
地
バ
ー
ガ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
（
奥
大
山
会
場
）

が
行
わ
れ
、
奥
大
山
お
こ
わ
飯
（
は
ん
）
バ
ー
ガ
ー
が
グ

ラ
ン
プ
リ
に
輝
き
ま
し
た
。

　
十
月
三
十
一
日
、
奥
大
山
ス
キ
ー
場
で
、「
旨
い
も
ん
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
町
内
の
五
団
体
が
地
元
の
食
材
を
使
用
し
た

「
旨
い
も
ん
」
を
販
売
。
開
始
か
ら
一
時
間
で
完
売
す
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

　
小
雨
の
降
る
中
、
会
場
は
、
町
内
外
か
ら
「
旨
い
も
ん
」

を
求
め
て
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
十
月
十
七
日
、
米
子
市
の
米
子
港
周
辺
で
、「
と
っ
と
り

防
災
フ
ェ
ス
タ
二
〇
一
〇
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
十
二
年
十
月
六
日
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七･

三
の
鳥

取
県
西
部
地
震
が
発
生
。
当
時
、
家
屋
等
の
損
壊
は
あ
っ

た
も
の
の
人
命
に
か
か
わ
る
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
十
年
が
た
ち
、
防
災
へ
の
意
識
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め

に
、「
と
っ
と
り
防
災
フ
ェ
ス
タ
」
が
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
今
年
は
、
本
町
か
ら
、
江
府
町
赤
十
字
奉
仕
団
が
防
災

食
の
炊
き
出
し
を
行
い
ま
し
た
。
最
近
の
防
災
食
は
、
水

を
入
れ
る
と
ご
飯

に
な
る
な
ど
、
よ

り
早
く
災
害
に
対

応
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
会
場
で

は
、
本
町
の
消
防

団
第
一
分
団
が
ポ

ン
プ
車
操
法
を
披

露
し
ま
し
た
。

　
十
月
十
五
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
「
元
気
サ
ミ
ッ

ト
ⅰ
ｎ
江
府
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
元
気
サ
ミ
ッ
ト
は
、
単
独
で
自
立
を
目
指
す
県
内
の
九

の
市
町
村
長
が
会
し
、
お
互
い
に
知
恵
と
工
夫
を
凝
ら
し
、

ま
ち
づ
く
り
を
共
に
考
え
る
場
と
し
て
平
成
十
六
年
に
発

足
し
ま
し
た
。

　
第
六
回
に
な
る
今
回
は
、
鬼
太
郎
ロ
ー
ド
で
観
光
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
成
功
し
て
い
る
境
港
市
観
光
協

会
会
長
の
桝
田
氏

の
特
別
講
演
や
有

限
会
社
安
達
商
事

社
長
安
達
享
司
氏

の
活
動
発
表
が
あ

り
、
観
光
や
高
齢

者
の
生
活
支
援
に

つ
い
て
首
長
に
よ

る
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
次
回
は
、
若
桜

町
で
開
催
さ
れ
ま

す
。

県
内
ご
当
地
バ
ー
ガ
ー(

奥
大
山
会
場)

◆
境
港
深
海
ベ
ニ
ガ
ニ
バ
ー
ガ
ー

◆
と
り
豚
バ
ー
ガ
ー

◆
ス
タ
ミ
ナ
鳥
ち
ゃ
ん
バ
ー
ガ
ー

◆
米
子
ビ
ッ
グ
シ
ッ
プ
バ
ー
ガ
ー

◆
が
っ
ぷ
り
琴
浦
海
賊
バ
ー
ガ
ー

◆
ア
ジ
ア
ン
な
バ
ー
ガ
ー

◆
ナ
ン
ブ
ー
バ
ー
ガ
ー

◆
奥
大
山
お
こ
わ
飯
（
は
ん
）
バ
ー
ガ
ー

◆
鳥
取
カ
レ
ー
バ
ー
ガ
ー
・
浜
の
芋
あ
ん
ス
イ
ー
ツ
バ
ー
ガ
ー

◆
高
き
び
グ
ル
メ
バ
ー
ガ
ー

◆
鳥
取
和
牛
す
き
焼
き
コ
ロ
ッ
ケ
バ
ー
ガ
ー

▲防災食の準備をする赤十字奉仕団の方々
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十
月
十
九
日
、
町
役
場
会
議
室
で

鳥
取
県
生
協
「
地
産
地
消
・
農
業
問

題
推
進
チ
ー
ム
」
と
奥
大
山
高
原
野

菜
研
究
会
、
加
工
業
者
、
行
政
機
関

の
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
奥
大
山
高
原
野
菜
研
究

会
が
栽
培
し
た
コ
ン
ニ
ャ
ク
芋
が
（
株
）

は
り
ま
や
で
加
工
さ
れ
鳥
取
県
生
協

六
十
周
年
記
念
商
品
「
奥
大
山
生
芋

コ
ン
ニ
ャ
ク
」
と
し
て
販
売
開
始
さ

れ
た
こ
と
を
契
機
に
開
催
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　
生
協
か
ら
地
産
地
消
、
食
育
、
農

業
体
験
交
流
な
ど
の
取
組
内
容
や
商

品
モ
ニ
タ
ー
調
査
の
結
果
が
報
告
さ

れ
、「
県
内
産
の
芋
、
県
内
の
加
工
業

者
と
い
う
こ
と
で
安

心
し
て
購
入
で
き
る
」、

「
手
作
り
コ
ン
ニ
ャ

ク
と
同
じ
食
感
で
お
い
し
か
っ
た
」

な
ど
の
高
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
加
工
業
界
の

現
状
に
つ
い
て
の
説
明
や
奥
大
山
高

原
野
菜
研
究
会
の
取
組
み
の
紹
介
、

栽
培
ほ
場
の
視
察
、
試
食
な
ど
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
生
産
者
、
加
工
業
者
、
消
費
者
が

「
顔
が
見
え
る
関
係
」
を
構
築
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
情
報
の
共
有
化
や

共
同
で
課
題
に
取
り
組
む
体
制
が
可

能
と
な
る
た
め
、
今
後
も
相
互
の
連

携
を
深
め
て
い
き
た
い
な
ど
の
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
月
二
十
一
日
、
旧
明
倫
小
学
校

の
校
庭
及
び
周
辺
で
Ｎ
Ｔ
Ｔ
職
員
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
一
斉
清
掃
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
清
掃
は
、
情
報
化
の
工
事

の
た
め
旧
明
倫
小
学
校
を
使
用
し
て

い
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
職
員
（
総
勢
三
十
五
名
）

の
み
な
さ
ん
が
「
き
れ
い
に
し
よ
う
」

と
発
起
。

　
旧
明
倫
小
学
校
の
校
庭
と
そ
の
付

近
は
、
夏
の
好
天
に
よ
り
雑
草
が
多

く
茂
っ
て
い
ま
し
た
が
、
当
日
は
、

手
際
よ
く
校
庭
の
草
取
り
や
草
刈
り

機
で
の
刈
り
払
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
の
各
旧
小
学
校
は
、
各
地
区

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
の
活

動
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
十
月
十
二
日
、
サ
ン
ト
リ
ー
天
然

水
（
株
）
奥
大
山
ブ
ナ
の
森
工
場
で

二
万
人
の
工
場
見
学
者
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
二
万
人
目
と
な
っ
た
の

は
、
新
潟
か
ら
視
察
に
訪
れ
て
い
た

魚
沼
地
域
Ｊ
Ａ
専
務
常
務
会
の
み
な

さ
ん
で
、
記
念
品
と
し
て
「
天
然
水

奥
大
山
二
�
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
、「
奥

大
山
の
米
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
（
宮
市
特

別
栽
培
米
）」、「
美
用
ケ
チ
ャ
ッ
プ
」

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

リ
ッ
ト
ル

意見交換会

町の特産品を記念に贈呈

旧明倫小で行われた作業

コンニャク芋と奥大山生芋コンニャク
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江府町文化祭 2010江府町文化祭 2010
　１０月３０日（土）から１１月7日（日）まで、恒例の江府
町文化祭が開かれました。
　作品展（防災・情報センター）、舞台発表（ＪＡ江府
支所３階ステージ）ともに、多くの来場者でにぎわい、
奥大山の秋に彩りをそえました。

江府町文化祭 2010
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クマは、嗅覚や聴覚が大変優れています。一方、警戒心が強く臆病な動物でもあります。
クマから見れば人間が天敵で、遭遇したくない相手です。
これからの時期、冬眠に備えてエサ探しのため、行動が活発化しますので注意が必要です。

　クマに遭遇しないためには
①クマに自分の存在を知らせましょう。
　ラジオや鈴などを携帯し、音を出して行動して
ください。
②危険な場所への立ち入りは避けましょう。
　日中でも薄暗い林内や、過去に目撃や被害のあ
った場所、川（小川含む）周辺では特に注意が必
要です。
③朝方と夕方は特に注意が必要です。
　クマは、人里近くへは夕方に出てきて、朝方に
山に帰ることが多いので、この時間帯は注意して
ください。
④複数の人で行動しましょう。
　キノコ狩りなどで、特に山林に立ち入る時は、複数の人で行動しましょう。

　万一、クマに遭遇したら
①とにかく落ち着いて、そっと立ち去る。
　大声を出したり、物を投げたりしないでください。クマは興奮します。
②走って逃げない。
　クマは、「逃げるものを追う」習性があります。走る速さは時速４０Ｋｍに達するそうです。背中を見
せて逃げるのは大変危険です。
　クマから目を離さず、ゆっくりと後退してください。
③急所を守る。
　クマが威嚇行動ののち襲ってきた場合は、確実な防御方法はありませんが、ダメージを最小限にするた
め、自分の首を両手でしっかり抱えてうずくまり、クマの攻撃をしのぐ方法が有効だともいわれています。

　クマを人里に近づけないためには
エサになるものを放置しない。
　家庭のゴミ出しは、収集日の朝に行い、夜間、ゴミが食べられないようにしましょう。また、収穫予定
のない柿の実は、取除きましょう。臭いに引き寄せられ近づいてきます。
　○お問い合わせ先　役場　農林産業課　電話75－3222

　本町が加入している鳥取県日野地区連携・共同協議

会で、障がい者の雇用拡大を促進しています。本町では、

日野町にある「セルプひの」のみなさんに公共施設の

清掃を一月に一回の割合でお願いしています。

窓
の
清
掃
を
す
る「
セ
ル
プ
ひ
の
」の

み
な
さ
ん

▲
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　障がいのある方々や高齢者及びその家族が住み慣れたところで、そこに住む人々とともに、一生安全に、
いきいきとした生活を送るには、医療や保健、福祉及び生活にかかわるあらゆる人々や機関・組織が協力し
合って行う「地域リハビリテーション」が必要です。今回は、「地域リハビリテーション」について下記の
とおり講演会を開催しますので、多数ご参加ください。
　○期日　平成２２年１１月１９日（金）　　○時間　午後１時から午後４時まで
　○場所　江府町総合健康福祉センター　　　
　○講演　演題「地域リハビリテーションについて」（講師）日野病院組合 主任理学療法士 生田伸二　氏
　　　　　演題「地域で支える認知症」（講師）認知症の人と家族の会 鳥取県支部代表世話人 吉野　立　氏
　○主催　江府町地域包括支援センター　共催　日野郡地域リハビリテーション連絡協議会
　○お問い合わせ先　江府町地域包括支援センター（役場福祉保健課内）　電話７５－６１１１

　一人で、また一つの機関では、子どもを虐待から守ることはできません。

虐待を受けたと思われる子どもを見つけたときやご自身が出産や子育てに悩んだときには、児童相談

所や市町村の窓口に連絡してください。

　「あなた」もネットワークの一員です。子どもを虐待から守るために協力をお願いします。

児童虐待とは
児童虐待とは次の４つに分類されます。

・身体的虐待 … 殴る、ける、タバコの火を押しつける、

首をしめる、熱湯をかける、異物を飲ま

せる、家の外に閉め出すなど。

・性 的 虐 待 … 子どもにワイセツな行為をすること、さ

せることなど。

・ネグレイト（養育放棄・怠慢等）…適切に食事を与え

ない、衣類を着替えさせないなどひどく

不衛生なままにする、家に閉じ込める、

車内や室内に置き去りにするなど。

・心理的虐待 … 言葉によるおどし、無視や拒否的態度、

兄弟姉妹間でのいちじるしい差別的態度

など。

虐待のもたらす影響
　子どもが成長過程で虐待行為を受けると、「無感動、鈍感、攻撃的、集中できない」といった情緒的

な問題や、非行問題などが出現し、子どもの心身の成長や自立に大きな影響を与えます。

虐待の早期発見
　虐待を受けた期間が長ければ長いほど、子どもには大きな影響が残り、その影響からの回復のために

非常に長い時間と専門的なケアが必要になります。このため、虐待の早期発見に努めることが非常に重

要です。

「虐待では？」と思ったら
　あなたのまわりに、「虐待を受けたと思われる子ども」がいましたら、すぐに次の相談（通報）先に

連絡ください。

相談・通報先
役場福祉保健課 電話７５－６１１１
休日、夜間の場合は　役場 電話７５－２２１１
米子児童相談所 電話０８５９－３３－１４７１
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　住宅火災による死者数は急増しており、その死者

のうち7割は、火災発生に気づかず逃げ遅れが原因に

なっています。このため消防法が改正され、住宅用

火災警報器の取り付け（平成２３年５月３１日までに）

が義務付けられています。

　

　武庫踏切先の押しボタン信号機の感知器（俣野方面からの

車に対して）の在車秒数（車を感知する反応時間）が11月

から変更されました。今までは、感知器の真下に来ればすぐ

に反応するように設定されていましたが、今後は４～５秒程

度停車しないと反応しなくなりました。

　黒坂警察署によると、「踏切前に一旦停止した後で、待っ

ている間に国道に出ることができれば、そのまま発進してよ

いため、交通がスムーズになる」とのことです。　

　交通事情をご理解のうえ、ご協力をお願いします。

　電気を使用する暖房器具は、冬場の暖をとる手段として、気軽に使用できます。しかし、経年劣化が原

因で火災事故も発生しています。

　事故を未然に防ぐため、日頃から使用する電化製品とその周辺の点検を行いましょう！

くわしくは…役場総務課、又は江府消防署にお問い合わせ下さい。
役場総務課　電話　７５－２２１１　　江府消防署　電話　７７－２００１

○信頼のおけるお店でご購入ください。

　　町内での購入は、江府町商工会（電話７５－２３３３）までお問い合わせください。

○悪質な訪問販売等にご注意ください。

　住宅用火災警報器は、煙を感知するもの、熱を感知するものがあります。その設置箇所は、寝室、階段、
台所になっています。寝室、階段には、煙を感知するものを、台所には、熱を感知するものをとりつけま
しょう。

　購入の際には、日本の法令に適合し、日本消防検定協会の「ＮＳ

マーク」の付いた商品を選びましょう。

　煙式警報器

　火災により発生する煙を感知して、警報音又は音

声で知らせるものです。

寝室、階段、居間等

にはこれを設置して

下さい。

　熱式警報器
　火災により発生する熱を感知して、警報音又は

音声で知らせるも

のです。台所に設

置ができます。
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　恒例の町民バレーボール大会が１０月１０日（日）、運動公園総合体育館におい
て行われ、５チームが参加して熱戦を展開しました。
　予選は、５チームの変則リーグを行い、そのうち３チームが、リーグ２位となる
１勝１敗で並ぶ接戦となりました。結果、得失点差により抜け出した本町一丁目と、
予選２勝、１位で決勝にコマを進めた貝田との決勝戦となり、貝田がセットカウン
ト２－０で快勝。優勝の栄冠に輝きました。
　結果は次のとおりです。

　第４９回江府町卓球大会・職域の部が、１０月８日、運動公園総合体育館で行われました。
　１日の仕事を終えて続々と集まった１２チームの精鋭たち。開会式のあと、早速３つの予選ブロックに分
かれ、各チーム５人の対戦で予選リーグを行い、それぞれ１位のチームで決勝トーナメントを行いました。
　熱い戦いが繰り広げられた結果、決勝戦は、江府小学校と昨年度優勝チームサントリー天然水Ｃの対戦
となりました。決勝戦にふさわしく最終対戦までもつれこむ接戦の末、天然水チームが見事連覇を成し遂
げました。結果は次のとおりです。

●予選リーグ　　①　貝田（２勝）
　　　　　　　　②　本町一丁目（１勝１敗）
　　　　　　　　③　本町五丁目（１勝１敗）
　　　　　　　　④　新町一丁目（１勝１敗）
　　　　　　　　⑤　本町二丁目（２敗）
●３位決定戦
　　　　新一　２　－　０　本五
●決勝戦
　　　　貝田　２　－　０　本一

●予選リーグ●
【Ａブロック】
　①江府小学校
　②サントリー天然水Ａ
　③役場Ｂ
　④ＪＡ強妻課
【Ｂブロック】
　①サントリー天然水Ｃ
　②商工会
　③役場Ａ
　④ＪＡ　ＫＳＧＫ
【Ｃブロック】
　①せせらぎ
　②ＪＡ家の光
　③サントリー天然水Ｂ
　④マグマ体指

●決勝トーナメント●
　　天然水Ｃ　３　－　１　せせらぎ
　　天然水Ｃ　３　－　２　江府小学校

▲優勝の貝田チーム ▲準優勝の本町一丁目チーム
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　江府中学校文化祭で人権弁論を聞きました。
　病気で欠席したのをきっかけに登校できなくな
ってしまったAさん。登校しなくてはと思いつつ
もどうしても登校できないうちに両親から登校を
促されるようになり、先生や同級生からも励まし
の声がかかってもなお登校できない日々。ある日、

同級生からの呼びかけに、登校できないという壁を乗り越えようと決意し、今悩みながらも学校に戻るこ
とができたAさんの体験。過去に高齢者とのふれあいの中で「高齢者と接することは苦手」というトラウ
マを抱いてしまったBさん。職場体験を通して、施設で働く人たちの高齢者に対する何気ない接し方に触
れることで「高齢者の方は苦手」という意識から抜け出すことができたBさん。ふだん友だちや妹たちに
対して思うままにものを言ったり、接したりしているけれど、振り返ってみると自分の言動が周りの人を
傷つけているのではないかと気がついたCさん。すぐには自分を変えることはできないけれど、自分や周
りの人たちの気持を考えながらこれからの日々を過ごしていきたいという思いに至ったCさん。障がいの
ある弟に対して、「どうしてこれくらいのことが出来ないの。」とつい言ってしまうDさん。しかし、自
分らしさを輝かせながら日々成長する弟と接しているうちに弟の良さを見つけ、障がいを認めながらお兄
さんらしく接するようになったDさん。自分を可愛がってくれたおばあちゃんと永遠の別れをしたEさん。
病床にあるおばあちゃんに対して、「ありがとう」という感謝の言葉が伝えられなかったことを、今にな
って後悔するEさん。これからは後悔することのない生き方をしていきたいと決意。
　ステージの5人の弁論は、体験に基づいて自分の意見や決意がしっかりと述べられていて、中学生の瑞々
しい感性に感銘を受けました。それと同じくらい心を動かされたのは、ステージ上の弁論が終わる毎にフ
ロアーから発表される素直な感想や意見でした。中学生は、たくさんの人の前ではなかなか自分の意見を
言わないだろうという私の偏見を覆すように次から次へとマイクが渡りました。その中で印象に残った発
言をあげてみます。
　自分は人権作文を書いたりする時、いいことを書こうとして、どこからか引用した文をつい使ってしま
うけれど、○さんは自分の言葉で書いていてすばらしいと思いましたという発言に、思わず私自身を重ね、
自分の言葉で語ることの大切さを再認識しました。2年生の男子の発言。「Aさんの弁論を聞いて、一つ
の壁を乗り越えたことをすごいなと思いました。それと同じくらい、Aさんが壁を乗り越えられたのはA
さんを支えた同級生の仲間がいたからで、友だちってすばらしいと思いました。」そういう発言をしてい
るあなたもすばらしい仲間だよ。
　会場の皆さんに、ひびき合い、つながり合うことの大切さを印象づけ、人権についてそれぞれが考える
ことができた弁論大会でした。

　住民の声でリレーする人権和い輪いひろばも７回
目となりました。今月はペンネーム、道遥さんから。
中学生の瑞々しさに心を動かされた道遥さんの体験
をみなさんにもおすそわけします。

　
十
月
二
十
四
日
、
米
沢
・
明
倫

地
区
で
健
康
と
体
力
づ
く
り
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
（
米
沢
地
区
は
同
推

協
米
沢
支
部
に
よ
る
「
人
権
講
演

会
」
を
共
催
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
家
族
や
集
落
の
仲
間
同
士
で
参

加
し
た
み
な
さ
ん
は
、
講
演
や
ニ

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
、
体
力
測

定
な
ど
で
和
や
か
な
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　
日
々
、
忙
し
く
て
…
歳
を
取
っ

た
か
ら
…
な
ど
の
理
由
で
、
身
体

を
動
か
し
た
り
、
集
落
の
み
ん
な

で
集
ま
っ
て
何
か
を
し
よ
う
と
い

う
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
昨

今
。
こ
の
日
は
「
久
し
ぶ
り
に
会

え
て
よ
か
っ
た
」
「
や
っ
ぱ
り
、

た
ま
に
は
寄
ら
ん
と
い
け
ん
な
あ
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
二
地
区
と
も
、
住
民
の
声
か
け

に
よ
り
旧
小
学
校
校
庭
の
清
掃
活

動
を
行
う
な
ど
地
域
の
活
性
化
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ど
ん
な

こ
と
で
も
は
じ
め
は
一
人
の
思
い

か
ら
。
こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
、
よ

り
大
き
く
広
が
る
と
い
い
で
す
ね
。

▲人権講演会（米沢）
　川端孝子さん

▲「笑い療法士」悠遊亭無彩さん
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昨
年
、
小
学
校
、
中
学
校
と
も
に
課
題
と
な
っ
て
い
た
、
国
語
の

「
読
む
こ
と
」
領
域
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
も
小
学
校
で
課
題
が
残

っ
た
と
い
う
結
果
で
し
た
。
こ
れ
は
「
読
書
習
慣
」
と
も
密
接
に
関

わ
っ
て
い
る
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　
子
ど
も
達
の
確
か
な
学
力
を
支
え
る
の
は
学
校
で
の
学
習
と
家
庭

学
習
で
す
が
、
小
学
校
・
中
学
校
と
も
に
家
庭
学
習
の
時
間
や
内
容

に
つ
い
て
ま
だ
課
題
が
あ
る
よ
う
で
す
。
バ
ス
通
学
の
児
童
・
生
徒

が
増
え
、
家
庭
で
過
ご
す
時
間
が
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
実
態
の
中

で
、
家
庭
で
の
時
間
の
有
効
な
使
い
方
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
、
ま

す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
で

考
え
た
り
話
し
合
っ
た
り
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
四
月
に
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
が
行
わ
れ
、
江
府
小
学
校
の
六

年
生
、
江
府
中
学
校
の
三
年
生
が
調
査
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
は
国
語
と
算
数
・
数
学
の
知
識
（
Ａ
問
題
）
と
活
用
す
る

力
（
Ｂ
問
題
）
、
そ
し
て
生
活
習
慣
等
（
質
問
紙
）
を
調
べ
る
も
の
で

す
。
そ
の
結
果
か
ら
見
え
て
き
た
江
府
町
の
子
ど
も
達
の
学
習
面
や
生

活
面
の
実
態
や
問
題
点
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

■
学
習
に
つ
い
て

　
国
語
は
「
知
識
」
「
活
用
」
と
も
に
、
正
答
率
が
全
国
平
均
・
県
平
均
を
や
や
下
回

る
と
い
う
結
果
で
し
た
。
そ
の
中
で
「
知
識
」
「
活
用
」
と
も
に
「
読
む
こ
と
」
領
域

の
正
答
率
が
10
ポ
イ
ン
ト
以
上
低
い
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　
算
数
で
は
「
知
識
」
「
活
用
」
と
も
に
全
国
平
均
・
県
平
均
と
同
等
で
あ
る
と
い
う

結
果
で
し
た
。
そ
の
中
で
「
活
用
」
で
は
「
量
と
測
定
」
領
域
の
問
題
で
全
国
平
均
を

10
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

■
生
活
習
慣
等
に
つ
い
て

　
朝
、
６
時
か
ら
６
時
30
分
に
半
数
以
上
の
児
童
が
起
き
て
お
り
、
朝
食
も
ほ
と
ん
ど
の

児
童
が
食
べ
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
就
寝
時
間
は
、
午
後
10
時
か
ら
11
時
の
児
童
が
半
数

以
上
お
り
、
睡
眠
時
間
が
十
分
に
確
保
で
き
て
い
な
い
児
童
も
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
「
失
敗
を
お
そ
れ
な
い
」
「
自
分
の
良
さ
を
知
る
」
と
い
う
自
分
自
身
に
関
わ
る
設

問
で
は
肯
定
的
な
回
答
が
全
国
平
均
よ
り
10
ポ
イ
ン
ト
以
上
低
く
、
昨
年
と
同
様
に
課

題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
「
約
束
を
守
る
」
「
あ
い
さ
つ
を
す
る
」
「
い

じ
め
は
い
け
な
い
」
と
い
っ
た
規
範
意
識
に
関
わ
る
こ
と
は
良
好
な
結
果
で
し
た
。

　
家
庭
学
習
の
内
容
に
関
し
て
は
、
宿
題
を
ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
し
て
い
ま
す
が
、
予

習
や
復
習
な
ど
を
し
て
い
る
児
童
は
少
な
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
家
庭
学
習
の
時
間
は
、

全
国
平
均
と
比
べ
る
と
休
日
は
良
好
で
す
が
、
平
日
は
や
や
短
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
家
庭
で
の
読
書
時
間
は
、
30
分
以
下
の
児
童
が
半
数
以
上
お
り
、
全
国
平
均
と
比
べ

る
と
や
や
短
い
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
す
。

■
学
習
に
つ
い
て

　
国
語
は
「
知
識
」
が
全
国
平
均
・
県
平
均
を
２
〜
４
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、
「
活
用
」
が

同
等
で
あ
る
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　
数
学
は
「
知
識
」
が
全
国
平
均
・
県
平
均
を
２
〜
３
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、
「
活
用
」
は

６
〜
７
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
方
程
式
な
ど
の
「
数
と
式
」
領
域

の
正
答
率
が
「
知
識
」
「
活
用
」
と
も
に
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
し
た
。

■
生
活
習
慣
等
に
つ
い
て

　
朝
食
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
と
同
様
に
良
好
で
す
が
、
起
床
時
間
が
小
学
生
よ
り
や
や

遅
く
な
り
、
就
寝
時
間
は
よ
り
遅
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。

　
自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と
で
は
、
小
学
校
と
同
様
に
「
失
敗
を
お
そ
れ
な
い
」
と
い
う

設
問
の
肯
定
的
回
答
が
少
な
い
も
の
の
、
他
の
設
問
で
は
肯
定
的
な
回
答
が
増
え
て
い
ま

し
た
。

　
家
庭
学
習
に
関
し
て
は
、
「
計
画
的
に
学
習
す
る
」
や
「
授
業
の
予
習
を
す
る
」
の
項

目
が
全
国
平
均
よ
り
10
ポ
イ
ン
ト
以
上
低
い
と
い
う
実
態
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
学
習

時
間
に
つ
い
て
は
、
全
国
平
均
と
比
べ
る
と
、
平
日
、
休
日
と
も
に
や
や
短
い
傾
向
が
あ

る
よ
う
で
す
。

　
家
庭
で
の
読
書
時
間
は
、
全
国
平
均
と
比
べ
る
と
「
全
く
し
な
い
」
と
い
う
生
徒
の
割

合
は
少
な
く
、
図
書
館
に
行
く
回
数
も
全
国
平
均
よ
り
は
多
い
よ
う
で
す
。



13

　
江
府
小
学
校
の
三
年
生
は
、
社

会
科
や
総
合
的
な
学
習
で
自
分
た

ち
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
江
府
町
に

つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
十
月
二
十
六
日
に
あ
っ

た
総
合
的
な
学
習
の
校
外
学
習
に

支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
貝
田
、
下
蚊
屋
、
俣

野
地
区
、
明
倫
地
区
な
ど
を
見
学

し
て
回
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
あ
る
「
江
府
町
じ
ま
ん
」

に
つ
い
て
地
域
の
方
や
、
学
校
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
説
明
を
聞
き

な
が
ら
学
習
を
進
め
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
は
、
資
料
集
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
知
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
っ
て
も
、
実
際
に
現
地
に

行
っ
て
み
た
り
、
実
物
に
手
を
ふ

れ
た
り
す
る
こ
と
で
、
一
層
理
解

が
深
ま
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
学
校
支
援
地
域
本
部
事
務
局

　
　
　
　
　
七
五
―
二
二
二
三

So I've been here for two months now and I'm starting to get settled in. Life in Japan has

been pretty hectic. It seems every week there's something new to do. For example, a

little while ago I went with some friends to climb Mt. Daisen (the picture is from on the

climb back down), this upcoming weekend I'll be heading to Mitoku-san for a fall colors

hike and the following weekend is the Junior High culture festival, which I'm sure will be

exciting. I've seen the kids practice and I'm very excited to see them perform and you

should be too. Anyway, that's my update for the month. I'm looking forward to more

good times in Kofu.

　さて、私はここへきて２ヶ月になり、ようやく落ち着き始めたところです。日本での生活は大変
忙しいです。何か新しいことが毎週あるという感じです。たとえば、少し前には友人数名と大山登
山に行きました（載せているのは下山時の写真です。）し、今週末は紅葉ハイキングのため三徳山
行きが予定されており、その次の週末は中学校の文化祭があるのできっとすばらしいものになるで
しょう。子どもたちの練習を見ているので、みんなが演技するのを皆さんと同じように期待してい
ます。とにかくこれが最近の私の一ヶ月間でした。江府で楽しい時間をもっと過ごせるのが楽しみ
です。

貝
田
・
浄
楽
寺
で
説
明
を
聞
く
様
子

▲

下
蚊
屋
荒
神
神
楽
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
説
明
を
聞
く
様
子

▲
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11月の本棚11月の本棚11月の本棚 ♪江府町立図書館♪開館時間
　平日　8:30～19:00
土日祝　8:45～17:30
TEL：75-2005～町立図書館より～

○郷土

　水木しげるロード熱闘記／桝田知身

○教訓本

　夢をかなえる／本多時生

○社会・経済

　残念な人の思考法／山崎将志

　マネジメント／Ｐ．Ｆ．ドラッカー

　これからの「正義」の話をしよう／マイケル・サンデル

　なぜ人は市場に踊らされるのか？／竹中正治

○栽培

　カキの多収栽培／小ノ上喜三

○芸術

　感動をつくれますか？／久石 譲

○テレビ

　龍馬伝（後編）／福田 靖

○小説

　アリアドネの弾丸／海堂 尊

　マルドゥック・スクランブル／冲方 丁

　プラチナ・データ／東野圭吾

　マンチュリアン・リポート／浅田次郎

　神様のカルテ（２）／夏川草介

　母（オモニ）／姜 尚中

　つばさものがたり／雫井脩介

　だから、ひとりだけって言ったのに／クレール・カスティヨン

○エッセイ・ノンフィクション

　悪あがきのすすめ／辛 淑玉

　監察医の涙／上野正彦

○日記

　エレーヌ・ベールの日記／エレーヌ・ベール

○ヤングアダルト(※小学校高学年～高校生向き図書)

　動物と話せる少女リリアーネ／タニヤ・シュテーブナー

　星が導く旅のはてに／スーザン・フレチャー

　ソルハ／帚木蓬生

○児童

　マヤイの花やさん／寺村輝夫

　マヤイのとけいやさん／寺村輝夫

　ヒックとドラゴン（１～３）／ヒック・ホレンダス・ハドック三世

○絵本

　うさぎがそらをなめました／あまんきみこ

　としょかんライオン／ミシェル・ヌードセン

11月19日（金）
19：30～21：00
山陰地方で活躍する、ゴスペル・グル
ープ「ゴスペルオーブ」と、ジャズ・グル
ープ「伯耆ジャズ倶楽部」によるミニコ
ンサート。美しいハーモニー、華やかな
演奏をお楽しみください。【要申込】

11月23日（祝）
13：30～14：30
町内ボランティアによる、おはなしや
絵本の読み聞かせ会。本が好きなら誰
でも参加大歓迎！おはなし会のあとは、
「おはなし・ドン」さんの楽しい人形
劇もあります♪

※「ブック･セカンド」選書会も同時に開
催いたします。対象の方はぜひお出
かけください。

11月27日（土）
13：30～14：30
鳥取県図書館協会長・山田晋氏を招き、
読書と子どもたちの関わりについて講
演していただきます。楽しく、かつ真面
目に、子どもが本に親しむことの大切
さを考えてみませんか。

～これからのイベント～
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農業委員会総会（10月）
審議案件は、全て承認されました。

１）農用地利用集積計画について　　　　２件

２）農地法第5条の規定による転用許可

　　申請について　　　　　　　　　　　１件

　農地の売買・貸借・転用など農地に関して日頃困って
おられる事や疑問に思われている事を農業委員が受付
けます。お気軽にご相談ください。

◎相談日 平成22年11月30日（火）午後1時30分から
　　　　 山村開発センター

農地相談会のご案内

ひ と こ と

　 稲刈りが終わった田んぼ。何もなくなって

しまったように見えますが、稲株はしっかり

と生きています。イネの切り株からは青々と

した茎が伸びてまるで田植えの後のように見

えることがあります。やがて冬の寒さで枯れ

てしまいます。

そして田んぼは静かな冬の季節を迎えます。

農家の皆様今年もたいへんご苦労様でした。

無
断
転
用
を
な
く
し

大
切
な
農
地
を

守
り
ま
し
�
う
！

　

す
べ
て
の
農
地
が
転
用
許
可
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
た
と
え
自
分
の
土
地
で
も
農
地
を
宅
地

な
ど
に
す
る
に
は
許
可
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
一
時
的
に
転
用
︵
利
用
︶
す
る
場
合

で
あ
っ
て
も
転
用
の
許
可
が
必
要
で
す
。

農
地
転
用
と
は

○
農
地
を
農
地
で
な
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す
こ
と
。
農
地
を
住
宅

敷
地
・
資
材
置
場
・
駐
車
場
な
ど
の
用
途
に
転

換
す
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こ
と
を
言
い
ま
す
。

許
可
を
受
け
ず
に
転
用
・
許
可
ど
お
り
に
転
用

し
な
か
っ
た
場
合

○
許
可
を
得
な
い
で
無
断
で
農
地
を
転
用
し

た
り
許
可
ど
お
り
転
用
し
な
い
と
工
事
中
止

や
現
状
回
復
等
の
命
令
が
な
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
3
年
以
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懲
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ま
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は
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下
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、
法
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場
合
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一
億
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罰
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い
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罰
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適

用
も
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ま
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。
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業
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稲
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り
も
終
わ
り
、
い
よ
い
よ
新
米
が
出
回
る
頃
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
米
の
品
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改
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や
機
械
化
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進
み
、
収

穫
の
時
期
が
だ
ん
だ
ん
早
く
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
私
が
小
さ
か
っ
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ら
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や
脱
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て
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た
よ
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ほ
と
ん
ど
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た
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刈
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は
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干
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一
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私
の
勤
務
す
る
学
校
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育
の
現
場
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も
﹁
食
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﹂
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盛
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り
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材
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に
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心
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育
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で
い
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た
だ
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残
念
な
こ
と
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農
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験
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っ
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連
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も
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﹁
農
業
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教
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て
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素
晴
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肌
で
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じ
る
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、
今
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代
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か
ら
こ
そ
必

要
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す

農
業
委
員
会
へ
の
お
た
よ
り

農業委員会だより農業委員会だより農業委員会だより
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　源泉徴収義務者の方を対象とした平成２２年分年末調整説明会を次の日程で行います。
●日　時　　１１月２５日（木）午後１時３０分～午後３時３０分
●場　所　　江府町防災・情報センター　　●対象者　　江府町・日野町の方
●その他　　車での来場はご遠慮ください。
●お問い合わせ先　米子税務署法人課税第一部門　電話０８５９－３２－４１２１

★中学卒業者（１７歳未満）が対象。公的資格等を身に付け、国際社会において対応できる将来の自衛官を養
成します。★学生手当（月額９４，９００円）をもらいながら学べます。年２回のボーナスもあります。★卒
業後、防衛大学校や海上自衛隊・航空自衛隊のパイロットへ進む方もいます。★卒業後、一般大学や海外の大
学へ留学する方もいます。

★ 大学・大学院で、下記の理工系学科の３・４年次、または大学院修士課程に在学している学生が対象です。
★卒業後、自動的に自衛隊幹部への就職もついてきます。★卒業後に防衛省・自衛隊で勤務される方は、「学
資金」を返納する必要がありません。

●相談場所　労使ネットとっとり（鳥取県労働委員会個別労使紛争解決支援センター）
●相談方法　（１）電　　話　０１２０-７７-６０１０（ろうどう）（鳥取県内フリーダイヤル）
　　　　　　（２）面　　接　直接、労使ネットとっとりへお越しください
　　　　　　（３）電子メール　roui@pref.tottori.jp
●相談時間　　月曜日～金曜日（祝日は除く）午前８時３０分から午後５時１５分まで

　労使ネットとっとり（鳥取県労働委員会個別労使紛争解決支援センター）では、県の労働委員会の委員が相
談に応じる日曜労働相談会を下記のとおり開催します。
●日時及び場所
　　西部地区　　日　時：１２月１９日（日）　　午前１０時から午後３時まで
　　　　　　　　場　所：米子市立図書館　　米子市中町８
●対象者
　　特に限定はありません。労働者、事業主いずれの相談も受け付けます。正社員、パートタイマー、派遣社員、
　アルバイト等の雇用形態も問いません。
●相談方法
　　無料。秘密厳守。面談による相談。事前予約は不要です。
　　事前予約もお受けします。２日前までに下記問合せ先へ電話等で予約してください。
●相談内容
　　解雇、雇止め、賃金未払い、労働時間、有給休暇、パワーハラスメントなど労働問題全般を取り扱います（募
　集及び採用に関する事項を除きます）。
●お問い合わせ先
　　鳥取市東町１丁目２７１　鳥取県労働委員会事務局内
　　労使ネットとっとり（鳥取県労働委員会個別労使紛争解決支援センター）
　　電　話　０１２０-７７-６０１０（ろうどう）（鳥取県内フリーダイヤル）

　このたび、遺族の方が年金として受給する生命保険のうち、相続税の課税対象にならないとする最高裁判所
の判決がありました。このような年金の係る税務上の取り扱いを改めることとしましたので、お知らせします。
これにより、平成17年分から平成21年分までの各年分について所得税が納めすぎとなっている方につきまして
は、その納めすぎとなっている方につきましては、その納めすぎとなってなっている所得税が還付となります。
　お手数をおかけしますが、必要なお手続き（更正の請求又は確定申告）をしていただきますようお願いいた
します。
　この取り扱いの変更の対象になる方や所得税の還付のお手続きについては、国税庁ホームページ【www．Nta．
go．jp】をご覧いただくか、米子税務署（電話0859－32－4121）にお問い合わせください。
※平成17年分について、早い方は平成22年12月末が還付できる期限となりますので、お早めにお手続きをお
　願いします。
※受け取られた年金の受給権が相続税の課税対象となる場合は、実際に相続税や贈与税の納税額が生じなかっ
　た場合となります。

　米子税務署では、相続税、贈与税及び譲渡所得などの資産税関係のご相談のうち、関係書類等を確認するこ
とが必要となる個別相談につきましては、確定申告時期を除いて、毎週月曜日（休日を除く）を指定相談日と
します。事前予約をお願いします。なお、ご予約の際には、住所・氏名・相談内容をお知らせください。
●相談日：確定申告時期を除く毎週月曜日（休日を除く）
●時間：午前９時～午後４時
予約・お問い合わせ先
　米子税務署　資産課税部門　電話　０８５９－３２－４１２１（代表）

　県内の勤労者や勤労者であった方の力作作品を（写真、洋画、日本画、書道）を展示します。
また、会期中は来場者による人気投票を実施します。お気軽にご来場ください。
●期間　平成２２年１２月１９日（日）～２６日（日）
●時間　午前９時～午後５時　　●入場料　無料　　●場所　倉吉博物館（倉吉市仲ノ町3445‐8）
●お問い合わせ先　財団法人　鳥取県労働者福祉協議会　電話番号　０８５７－２７－４１８８

　労働者を1人でも雇っている事業主は、労働保険に加入することが義務付けられています。
　労働保険（労働保険・雇用保険）は、政府が管理・運営している強制的な保険で、労働災害・通勤災害や失業した時
に保険給付を行う制度です。まだ加入手続きをされていない事業主の方は、速やかに手続きをしましょう。
　詳しくは、鳥取労働局、又は最寄りの労働基準監督署・ハローワーク（公共職業安定所）にお問い合わせください。
●鳥取労働局　労働保険徴収室　鳥取市富安2‐89‐9　電話番号　０８５７－２９－１７０２

○鳥取県最低賃金は、業種や規模及び常用、臨時、アルバイト、パートタイマーなどの雇用形態にかかわらず、
　県内の事業所で働くすべての労働者とその使用者に適用されます。
○最低賃金額には、次の賃金は含まれません。
　①精皆勤手当、通勤手当、家族手当　　②臨時に支払われる賃金
　③１月を超える期間ごとに支払われる賃金　　④時間外労働、休日労働及び深夜労働の割増賃金
○電気機械器具等製造業（略称）と各種商品小売業については、鳥取県最低賃金とは、別に産業別最低賃金が
　定められています。
●お問い合わせ先　鳥取労働局労働基準部賃金室　　電話 0857－29－1705

お問い合わせは・・・自衛隊米子地域事務所　電話 0859－33－2440　米子しんまち　天満屋　北隣 YNT第4ビル

「高等工科学校生徒」
（男子のみ）

「貸費学生」（男・女）

中学卒業後、陸自のリーダー養成校へ
　○受　付：１１月１日（月）～２３年１月７日（金）まで！
　○試験日：２３年１月２２日（土）

大学等在学中に学資金がもらえ、卒業後に幹部となる。
　○受　付：１２月１日（水）～２３年１月１４日（金）まで！
　○試験日：２３年１月２９日（土）
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12月
都合により、日程が変更される場合があります。

行　　事　　名日 曜日 場　　所 時　　間 行　　事　　名日 曜日 場　　所 時　　間
15

16

17

18

19

20

21
22

23

24

25

26

27

28

29

月

火

水

木

金

土

日
月

火

水

木

金

土

日

月

公民館講座(絵手紙・油絵)

ふれあいデー

歯科健診・フッ素塗布

（1歳6か月児健診受診済児以上の就学前児）

広域隣保活動（パソコン教室）

はつらつ運動教室

公民館講座（ヒップホップ）

糖尿病二次検診

明徳学園

ふれあいデー

もの忘れ外来

広域隣保活動（陶芸教室）

高齢者見守り講演会

公民館講座（フラダンス）

広域隣保活動（陶芸教室）

ジャズ・ゴスペルコンサート

江府小学校学習発表会

広域隣保活動（カラオケ教室）

公民館講座（墨彩画）

勤労感謝の日

江府中学校人権コンサート

おはなし会・人形劇・パネルシアター

はつらつ運動教室

公民館講座（エアロ＆ヨーガ）

犬・猫引取り（事前連絡必要）

ふれあいデー

バドミントン教室

読書講演会

公民館講座（和紙折紙）

広域隣保活動（カラオケ教室）

糖尿病二次検診

公民館講座（大正琴）

バドミントン教室

防災・情報センター

子供の国保育園

総合健康福祉センター

本町五丁目集会所

総合健康福祉センター

防災・情報センター

総合健康福祉センター

防災・情報センター

子供の国保育園

江尾診療所

本町五丁目集会所

総合健康福祉センター

防災・情報センター

本町五丁目集会所

図書館

江府小学校

本町五丁目集会所

防災・情報センター

江府中学校

図書館

総合健康福祉センター

防災・情報センター

総合健康福祉センター

子供の国保育園

町運動公園総合体育館

図書館

防災・情報センター

本町五丁目集会所

総合健康福祉センター

防災・情報センター

町運動公園総合体育館

13：30～15：30

10：00～11：30

13：00～15：00

13：30～16：00

19：00～20：30

8：30～11：00

9：30～16：00

10：00～11：30

受付13：00～16：00

19：00～21：00

13：00～16：00

14：00～15：30

19：00～21：00

19：30～21：00

9：00～12：00

19：30～21：00

13：30～15：30

13：00～14：30

13：30～14：30

13：30～16：00

19：00～20：30

9：30

10：00～11：30

19：30～

13：30～15：00

13：30～15：30

19：30～21：00

8：30～11：00

10：00～12：00

19：30～

30 火

子供の国保育園

総合健康福祉センター

本町五丁目集会所

防災・情報センター

開発センター

●広域隣保活動・児童館事業の参加希望者は、本五集会所（　７５－２６２４）へ連絡して下さい。

ふれあいデー

１歳６か月・２歳児健診

広域隣保活動（パソコン教室）

公民館講座（写真）

農地相談会

10：00～11：30

受付13：00～14：00

13：00～15：00

13：30～15：00

13：30～16：00

行　　事　　名日 曜日 場　　所 時　　間

1

2

3
4
5

6

7

8

9

10

11
12

水

木

金
土
日

月

火

水

木

金

土
日

総合健康福祉センター

防災・情報センター

子供の国保育園

江尾診療所

町運動公園総合体育館

防災・情報センター

町運動公園総合体育館

子供の国保育園

本町五丁目集会所

防災・情報センター

防災・情報センター

防災・情報センター

総合健康福祉センター

防災・情報センター

子供の国保育園

総合健康福祉センター

町運動公園総合体育館

総合健康福祉センター

総合健康福祉センター

防災・情報センター

総合健康福祉センター

防災・情報センター

防災・情報センター

町運動公園総合体育館

はつらつ運動教室

公民館講座（ヒップホップ）

ふれあいデー

もの忘れ外来

バドミントン教室

公民館講座（大正琴）

バドミントン教室

ふれあいデー

広域隣保活動（パソコン教室）

公民館講座（着物のリフォーム）

人権・行政相談

公民館講座（書道）

はつらつ運動教室

公民館講座（エアロ＆ヨーガ）

ふれあいデー

家族の会

バドミントン教室

赤ちゃん健診

ぼちぼち倶楽部

公民館講座（エコクラフト）

ＢＣＧ予防接種

公民館講座(いけばな)

公民館講座(季節の野菜を使った料理)

第25回町バドミントン大会

13：30～16：00

19：00～20：30

10：00～11：30

受付13：00～16：00

19：30～

10：00～12：00

19：30～

10：00～11：30

13：00～15：00

13：30～15：30

9：00～12：00

13：30～15：30

13：30～16：00

19：00～20：30

10：00～11：30

10:00～12:00

19：30～

受付13：00～13：30

13：30～15：00

13：30～15：30

受付14：30～14：40

19：00～20：30

10：00～13：00

9：00～

学校名、学年は応募があった平成21年度時点で掲載しています。

　ハローワーク根雨では、仕事に関する相談をお受けします。お気軽にご相談ください。

受付①年長・年中13:00～13:30
②年少・未満・未就園児

14：00～14：30
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2011年版県民手帳販売しています

人の動き

ご 寄 付

10月届
（敬称略）

◎見舞い返しとして

◎香典返しとして

本町一　関内　隆文　母きみこ死去

佐　川　加藤三紀夫　母百子死去

尾之上原　藤原みさ子　本人退院

佐　川　上口　勝茂　本人退院

本町一　藤田百合子　本人退院

社会福祉協議会に次の方からご寄付を

いただきました。

（10月分）敬称略

火災ゼロ継続日数
　　　　      65日　 （11月1日現在）

交通死亡事故ゼロ継続日数
　　　　 1,728日　 （11月1日現在）

町の人口
男
女

世帯数

3,522人
1,648人
1,874人

1,143世帯

(ー7)
(ー1)
(ー6)

(ー1)

10月末現在（　）は前月比
納期限は11月30日（火）です。
（口座振替は11月30日）

《11月の納税は》
・固定資産税  4期
・国民健康保険税6期　
・介護保険料  6期　
・後期高齢者医療保険料5期

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」について

　役場総務課では、2011年版県民手帳
を販売しています。

販 売 価 格　６００円／冊　
取扱い期間　平成22年11月30日（火）まで
問い合わせ先　役場総務課 電話75－2211

　国民年金保険料は、全額が社会保険料控除の対象です。年末調整
や確定申告で国民年金保険料を申告する場合は、「社会保険料（国
民年金保険料）控除証明書」が必要になります。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」は、１１月上旬に日
本年金機構から送付されますので、申告の際まで大切に保管してくだ
さい。
　なお、１０月１日以降に、今年初めて国民年金保険料を納付された
方は、平成２３年２月上旬に当該控除証明書をお送りします。

○お問い合わせ窓口

　【控除証明書専用ダイヤル】
　（平成22年11月1日～平成23年3月15日）
　　電話番号　０５７０－０７０－１１７
　　ＩＰ電話等の方は  ０３－６７００－１１３０ へおかけください。

　エルピーガス協会では、「クリーンで

災害時に強い」、「ＬＰガス機器の安全

性は、進化している」などＬＰガスを広

くＰＲしています。

　１０月１４日、町長室で、天崎日野地

区会長から「今後もＬＰガスの安全・安

心性をＰＲしたい」とＬＰガスの日を記

念して、町にＬＰガスコンロが寄贈され

ました。

大雨災害の義援金を受け付けています

１０月１０日はエルピーガスの日

　日本赤十字社鹿児島県本部では、下記のとおり奄美地方の大
雨災害の義援金を受け付けています。

義援金名称　　「10月20日の奄美地方大雨災害義援金」
募 集 期 間　　平成２２年１１月３０日（火）まで
受 付 方 法　　郵便振替によります
口 座 名 義　　日本赤十字社鹿児島県支部　
口 座 番 号　　「０１７６０－９－６５」
そ　の　他　　通信欄には、「奄美大雨災害」と明記ください。

受領証希望の際には、通信欄に「受領証希望」と
明記ください。郵便局窓口での取扱いの場合、振
替手数料は免除されます。義援金には、税制上の
優遇措置があります。

（住所）　（氏名）　（年齢）（世帯主）

◎ごめい福を祈ります

佐　川　加藤　百子　89歳  三紀夫

本　一　関内きみこ　82歳　隆文

（住所）　　（氏名）  （性別）（保護者）

◎お誕生おめでとう

佐　川　外山　希愛　 女   晋一郎

後　　史昭　 宮市
住尾左弥香　 伯耆町から

◎ご結婚を祝します

）
船越　貴紀　 宮の前
平野　　愛　 米子市から）

納付期限
　11月分
平成23年1月4日まで
　日本年金機構から送られて
いる納付書を添えて金融機関
でお支払いください。
　なお、口座振替の方は、上記
期限が振替日です。
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【
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番
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し
い
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と
は
？
】
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仕
事
！
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そ
う
に
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を
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た
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て
い
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」
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」
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